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48，861世帯（前月比5世帯減）

155，254人（前月比194人増）

77，574人

77，680人

世帯政

人口

男

女

こ
の
改
修
の
時
、
現
在
の
火
葬

場
の
周
辺
地
域
が
第
一
種
住
居
専

用
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
芦
も
含
め
、
市
で
は
地
心
の
町

内
会
や
団
体
と
、
五
年
以
内
に
現

在
の
施
設
奎
卯
拓
し
移
転
す
る
こ

と
か
約
束
し
洪
し
た
。

市
と
し
て
俎
燦
護
に
取
肛
組

な
中
で
、
池
本
市
長
は
昨
年
七
月

に
宇
治
市
斎
場
問
題
懇
談
会
（
会

長
上
示
都
大
学
教
授
の
平
岡
正
勝

さ
ん
）
を
設
置
。
懇
談
会
で
は
市

長
に
提
言
か
チ
べ
く
積
極
的
に
討

議
を
重
ね
、
岐
阜
県
大
垣
市
の
先

進
的
な
斎
場
の
視
察
や
、
建
設
候

補
の
市
有
地
の
現
地
視
察
な
μ
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。

市
有
地
に
斎
場
建
設

昨
年
十
二
月
十
二
日
、
宇
治
市

斎
場
問
題
懇
談
会
は
討
議
の
結
果

な
ぞ
沁
て
、
池
本
市
長
に
宇
治

市
斎
場
に
つ
い
て
の
混
一
￥
提
出

し
ま
し
た
。

こ
の
提
言
は
、
基
本
的
な
考
兄

方
ど
し
て
、
第
一
に
火
葬
場
と
い

う
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
転
換
す
る

施
設
ま
恚
こ
と
、
第
二
に
斎
場

の
中
に
告
別
式
場
夕
設
け
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
考
凡
る
こ
と
、
第
三

に
公
害
防
止
対
策
盈
元
全
に
し
た

近
代
的
な
機
械
設
備
か
具
備
す
る

こ
と
か
泥
げ
て
ぃ
ま
ず
。

斎
提
護
に
つ
い
て
は
、
建
設

事
業
は
市
の
単
独
搦
業
と
ず
る
こ

と
、
利
用
料
金
は
市
内
左
…
外
で

格
差
を
つ
け
る
こ
と
、
斎
場
の
敷

地
面
積
は
一
万
平
方
μ
で
建
物
面

積
は
二
千
平
方
μ
規
模
と
ず
る
こ

と
、
現
在
の
市
有
地
ぶ
護
す
る

こ
と
。

斎
場
の
内
容
に
つ
い
て
は
。
、
斎

場
は
火
葬
棟
と
待
〈
縁
で
構
成
す

る
こ
と
、
告
別
式
場
を
併
設
す
る

こ
と
、
火
葬
炉
は
五
基
と
し
動
物
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市有地の現地視察をした斎場懇（昨年9月）

炉
一
基
と
死
産
児
炉
一
曇
瓜
汲

す
る
こ
と
、
将
来
増
設
4
能
な
三

基
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
こ
と
、

火
葬
炉
は
台
車
式
容
積
ず
る
こ

と
、
二
次
燃
焼
室
を
つ
け
て
公
害

防
止
対
策
か
ず
る
こ
と
、
火
葬
炉

お
よ
び
二
添
燈
の
燃
料
は
灯

肋
属
削
ず
る
こ
と
な
ど
、
八
点

に
お
よ
び
の
べ
て
い
ま
ず
。

建
設
の
適
地

金
井
戸
か
吹
前
に

斎
場
の
建
設
用
地
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
シ
な
八
点
の
一
般
的
条
件

か
函
ぽ
て
い
ま
す
。

周
辺
用
地
に
与
政
る
影
響
の
少

な
い
と
こ
ろ
。
利
用
の
あ
ら
ゆ
る

面
で
便
利
の
よ
い
と
こ
ろ
。
幹
線

道
路
に
近
ぐ
専
用
道
路
の
布
設
が

可
能
な
と
こ
ろ
。
庭
園
や
駐
車
場

な
芦
禿
分
な
面
積
が
確
保
で
き
る

と
こ
ろ
。
将
来
公
共
施
設
が
併
設

で
き
る
余
地
の
あ
る
と
こ
ろ
。
会

葬
者
が
叩
凡
る
ふ
コ
に
緑
が
沢
山

あ
っ
て
荘
厳
さ
が
保
て
る
と
こ
ろ
。

広
く
市
民
が
親
し
ん
で
過
ご
せ
る

よ
ラ
な
自
然
公
園
や
墓
地
公
園
的

平
盛
小
学
校
で
は
、
広
く
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
校
歌
の
歌
詩
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
四
月

に
開
校
し
た
平
盛
小

学
校
は
、
市
の
南
西

部
に
あ
る
府
営
西
大

久
保
団
地
の
中
に
位

ｍ
し
て
い
ま
す
。
平

盛
小
学
校
で
は
ぶ

ざ
す
子
戸
Ｅ
儀
″
と

し
て
、
進
ん
で
学
び

よ
く
考
え
る
子
Ｉ
石
、

深
く
考
え
ね
ば
り
強
く
や
り
と
げ

る
子
芦
石
、
健
康
に
気
を
つ
け
か

ら
だ
奮
是
え
る
子
丿
七
、
友
だ

ち
皐
ハ
切
に
し
力
兌
お
せ
る
子

μ
石
、
を
か
か
げ
て
努
力
し
て
い

ま
す
。

募
集
す
る
歌
詩
は
、

二
番
く
ら
い
ま
で
。

平盛小学校

平
μ
も
に
親
し
み
や

す
く
未
発
表
で
、
学

校
行
事
に
用
い
て
不

自
然
で
な
い
も
の
。

応
募
さ
か
？
ハ
は
、

歌
詩
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
を

記
入
し
、
二
月
二
十

八
日
ま
で
に
大
久
保
町
平
盛
九
一

上
二
平
盛
小
学
校
内
の
校
歌
選
定

委
員
会
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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な
も
の
が
併
設
で
き
、
な
お
遺
族

に
違
和
感
牽
抱
か
せ
な
い
よ
ラ
な

と
こ
ろ
な
ぺ

懇
談
会
で
は
、
こ
の
一
般
的
条

件
か
石
と
に
、
横
島
町
吹
前
、
五

ヶ
庄
五
雲
峰
。
湘
尾
仙
郷
山
、
宇

飽
罪
戸
の
市
有
地
四
ヵ
所
か
視

察
し
た
う
え
で
、
利
用
度
合
の
予

想
や
道
路
事
情
、
立
地
条
件
な
ど

か
ら
袷
討
を
じ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
「
全
委
員
の
一
致
す
る
適
地

は
選
べ
な
か
っ
た
。
各
委
員
の
発

言
・
意
見
聚
磐
品
に
判
断
す
れ

ば
、
宇
治
金
井
戸
つ
い
で
棋
島
町

吹
前
が
適
地
」
と
の
べ
て
い
ま
す
。

宇
治
金
井
戸
に
つ
い
て
、
府
立
山

城
総
合
潤
靭
公
園
の
関
連
道
路
か

ら
斎
場
へ
の
多
目
的
な
道
路
ｍ

急
に
建
設
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

斎
場
専
用
バ
ス
の
淫
行
が
望
ま
し

い
な
べ
条
件
的
な
魯
ぷ
付
さ

れ
て
い
ま
ず
。
他
の
二
ヵ
所
は
、

斎
場
建
設
に
不
適
当
と
さ
れ
ま
し

た
。

◇

市
長
は
こ
の
握
言
か
受
け
、
関

係
す
る
行
政
内
部
の
慰
原
畜
忌

し
洪
し
た
。
そ
じ
て
、
早
い
時
期

に
用
地
決
定
も
倣
の
結
論
か
出
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
聚
斜
蔚
願
い
し
ま
ず
。
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
複
雑
で

多
様
化
す
る
青
少
年
問
題
か
そ
の

根
源
ま
で
掘
り
下
げ
て
対
応
す
る

た
め
、
新
レ
亀
話
相
談
と
し
て

。
宇
治
こ
こ
ろ
の
電
話
”
を
二
月

一
日
か
ら
開
設
し
ま
す
。

こ
の
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
は
、

激
し
ぐ
揺
れ
動
く
現
代
社
会
の
中

で
、
温
か
い
心
の
触
れ
合
い
夕
通

じ
、
青
少
年
一
人
ひ
と
り
の
心
の

健
康
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
ぐ
む

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
と
も
に
語

り
合
い
、
相
談
者
が
自
ら
の
力
で

話
″
は
2
4
局
0
8
0
0
番
で
、

日
曜
日
と
祝
日
定
言
毎
日
午
前

九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
開
設
し

ま
ず
。
相
談
員
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
養
成
学
習
を
修
了
し
た
熱
意
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
で

け
る
孤
独
と
性
の
諸
問
題
。

▽
学
業
、
進
路
の
問
題
と
登
校
拒

否
、
怠
学
、
暴
力
な
ど
。

▽
家
庭
内
に
お
け
る
親
子
関
係
、

育
児
、
し
つ
け
、
子
芦
も
の
性

格
、
行
動
の
問
題
。

青
少
年
問
題
の
悩
み
を

2
月
1
日
か
ら
。
宇
治
こ
こ
ろ
の
電
話
へ

自
己
回
復
で
き
る
ぶ
っ
に
導
ぐ
た

め
開
く
も
の
で
す
。

日
・
祝
を
除
き

毎
日

開
設
す
る
。
宇
治
こ
こ
ろ
の
電

す
。相

談
の
内
容
は
、
次
の
よ
ラ
な

も
の
で
ｙ
。

▽
青
少
年
の
訴
え
、
心
の
な
や
み

や
体
の
問
題
。

▽
友
だ
ち
関
係
や
男
女
交
際
に
お

▽
職
場
。
近
隣
に
お
け
る
人
間
関

係
。

▽
社
会
、
文
化
、
環
境
が
及
ぼ
す

問
題
。

▽
そ
の
他
大
人
が
父
母
や
夫
婦
関

係
で
悩
ん
で
い
る
問
題
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守

栄
治
こ
こ
ろ
の
ｗ
話
‘
は
、

人
間
登
尋
重
す
る
立
場
か
ら
、
相

談
内
容
に
つ
い
て
秘
密
を
厳
守
し

車
ｙ
。
。
安
心
し
て
ダ
イ
ヤ
ル
2

4
局
0
8
0
0
番
含
応
し
万

だ
さ
い
。

（
青
少
年
対
策
室
）

ｊ

校歌の募

集

荘厳で近代的な施設に

斎
場
懇
か
ら
提
言

老
朽
化
し
た
現
火
葬
場
を
移
転
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還
付
を
受
け
る
人
は

早
め
に
申
告
を

昭
和
五
土
〈
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
期
間
は
、
二
月
土
〈
日
か

ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
が
、
甲

ｔ
覇
間
中
は
税
務
署
が
大
芸
苑

し
未
了
。
そ
こ
で
、
税
金
の
還
付

か
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
は
二

月
土
八
日
以
前
で
も
受
付
け
て
い

ま
す
。
早
く
申
告
す
れ
ば
、
税
金

の
環
付
も
早
く
受
け
ら
な
乎
の

で
、
次
の
よ
シ
な
人
は
早
め
に
申

告
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
雑
損
控
除
、

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除

な
芦
炉
受
け
ら
れ
る
人

・
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調

整
を
受
け
な
か
っ
た
人

・
原
稿
料
や
利
子
・
配
当
な
ど
の

収
入
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
含

め
た
全
体
の
所
得
が
低
い
た
め

源
泉
徴
収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に

な
っ
て
い
る
人

・
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
休

業
や
廃
業
な
ど
の
た
め
所
得
が

前
年
よ
り
大
幅
に
減
っ
た
人

な
お
、
昨
年
か
ら
給
与
所
得
者

の
肩
付
里
用
の
確
定
申
告
書
は

簡
単
に
な
っ
て
い
来
ｆ
ｙ
。
「
申
告

書
の
書
き
方
」
か
参
考
に
し
て
、

自
分
で
正
確
に
書
い
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
肩
付
さ
れ
る
税
金
は
、
銀

行
・
信
用
金
Ⅲ
・
農
協
等
の
預
金

口
座
に
振
込
み
が
で
孝
示
す
。

申
告
書
に
銀
行
支
店
名
、
預
金

学
校
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
登
録
受
付

宇
治
市
学
校
給
食
会
で
は
、
年

間
百
八
十
五
日
、
一
日
約
二
万
人

分
の
給
食
を
作
る
の
に
必
要
な
物

資
盈
最
業
者
制
に
よ
る
品
目
別

入
札
方
法
で
購
入
し
て
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
業
者
は
二

月
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に
、
市

教
育
委
員
会
の
学
校
給
食
心
一
事
務

局
ま
で
申
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
申

込
み
に
は
、
登
録
料
一
万
円
と
事

務
局
に
あ
る
申
請
書
類
か
添
え
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
で
き
る
の
は
次
の

項
目
に
該
当
す
る
業
者
で
す
。

田
市
内
、
吏
陛
京
阪
神
地
域
内

に
営
業
所
が
あ
る
こ
と

関
相
当
の
資
本
で
経
営
さ
れ
、
相

当
額
の
販
売
実
績
が
あ
る
こ
と

倒
常
時
営
業
か
続
け
て
い
る
こ
と

倒
引
き
続
い
て
二
年
以
上
そ
の
営

業
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

㈲
指
示
の
期
日
、
時
刻
、
指
定
の

場
所
に
物
資
政
一
］
入
で
き
る
こ

と
（
四
校
以
上
に
納
入
で
き
る

こ
と
）

（
学
校
教
育
課
）

の
種
類
お
よ
び
口
座
番
号
か
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

肩
付
か
受
け
る
に
は
、
確
定
申

告
書
に
書
類
奎
添
付
し
た
り
、
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
車
ゐ
で
、

く
ゎ
し
い
こ
と
は
、
早
治
税
務
署

（
電
話
Ｏ
ｔ
1
4
1
番
）
へ
お
問

ｋ
Ｂ
せ
く
だ
さ
い
。

（
字
治
税
務
署
）

案
内
案
内

三
種
混
合
予
防
接
種

三
種
混
合
予
防
接
種
に
つ
い
て

は
年
間
夕
通
じ
て
保
健
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
今
回
は
昭
和
五
十
七
年
二
月
か
ら
四

月
ま
で
の
間
、
地
域
の
会
場
で
行

い
ま
す
の
で
ま
だ
の
人
は
こ
の
機

心
一
に
受
け
で
Ｉ
だ
さ
い
。

▽
対
象
・
：
満
2
歳
か
ら
4
歳
ま
で

の
幼
喝

な
お
、
す
で
に
百
日
咳
に
か
か テレホン・ガイド

22－3141

22－3141

22－0119

31－8759

43－4780

22－3146

31一8007

22－4630

21－2737

21－2804

21－4049

32－8290

22－4687

32－1905

33－0546

23－3237

23－8698

21－2808

設
所
会
部

施の

役

署

貝

本

分

委

治

育

防

宇

◇市

市

教

消

東

署
部
Ｉ
場
所
一
場

分
課
水

治
道
水
浄

宇
配
洽

西
水
ぐ
宇

療
タ
…
］

ｕ

つ
た
り
、
予
防
接
種
夕
受
け
ず

に
4
歳
を
こ
え
Ｉ
歳
ま
で
の
子

ど
も
は
ジ
フ
テ
リ
ア
と
破
傷
風

の
二
種
混
合
夕
接
種
し
ま
チ
。

・
第
1
期
…
初
め
て
深
け
る
人
が

対
象
で
、
接
種
の
間
隔
は
ｙ
週

間
か
ら
且
週
間
の
間
隔
で
3
回

接
種
。

・
第
2
期
…
1
期
の
終
了
後
（
3

回
目
か
ら
）
1
年
以
降
1
年
半

ま
で
の
間
に
1
回
接
種
。

・
第
3
期
…
小
学
校
6
年
生
で
1

回
接
種
、
学
校
等
で
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
児
童
は
保
護
者
同
伴

で
受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
会
場
…
昭
和
5
6
年
3
月

館

館

葬

会Ｆ公民

室
館
館

書
民
民

図
公
公

治
民
幡
倉

梨公園管理事務所

育協会

火
市
宇
市
木
小
黄
体

2
1
日
発
行
の
市
政
だ
よ
り
「
保

健
予
防
年
間
日
程
表
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
（
保
健
衛
生
課
）

◇

市
・
府
民
税今

月
は
納
期

一
月
は
、
市
・
府
民
税
の
第
4

期
分
の
納
期
月
で
す
。

お
忘
れ
な
く
、
ｔ
9
よ
り
の
金
融

機
関
か
納
税
課
で
お
納
め
ぐ
だ
さ

い
。
（
納
税
課
）催
し

市
民
ス
キ
ー
教
室

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
で
は

市
民
ス
キ
ー
教
室
を
開
き
未
丁
。

▼
と
き
…
2
月
7
日
剛
▼
と
こ

▲今年初参加の少年消防クラブの分列行進

木幡河Ｉ？，隣保館

善法隣保館

家庭児童相談室

観光案内所

◇他の施設

城南衛生管理組合（075）631－5171

宇治地方振興局21－2101

宇治保鮭所21－2191

ろ
・
：
マ
キ
ノ
ス
キ
ー
場
Ｖ
対
象
…

市
民
と
市
内
に
勤
務
す
る
人
▼
参

加
費
・
・
大
人
二
千
三
百
円
、
小
人

千
九
百
円
、
な
お
貸
ス
キ
ー
代
は

大
人
千
五
百
円
、
小
人
千
円
▼
申

込
み
・
：
参
加
料
奮
節
え
て
教
育
委

員
会
襲
薮
育
課
へ
。
先
着
1
5
0
人
。

（
社
会
教
育
課
）

◇

宇
治
・
城
陽
・
久
御
山

勤
労
者
囲
碁
大
会

宇
治
・
城
陽
・
久
御
山
の
勤
労

者
の
親
ぼ
ぐ
を
は
か
る
た
め
囲
碁

大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

▼
と
き
・
・
・
2
月
1
4
日
間
。
午
前

9
時
半
受
付
、
1
0
時
開
始
▼
と
こ

ろ
・
：
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼

参
加
資
格

21－2315

24－1111

44－4141

24－4114

宇治労働セツルメント

宇洽驚察署

宇洽税務答

宇洽郵便Ｍ

：
宇
治
市
・
城
陽
市
・

久
御
山
町
の
在
住
者
か
勤
務
し
て

い
る
人
ｖ
級
別
＝
Å
級
Ｌ
初
段
以

上
、
Ｂ
級
＝
Ｉ
級
～
5
級
、
ｃ
級

＝
6
級
～
ｎ
級
▼
申
込
み
・
・
・
2
月

8
日
向
ま
で
に
、
参
加
費
千
円
を

そ
え
て
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

（
ｆ
ｉ
ｃ
2
3
1
5
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
Ｉ
自
－
1
－
－
1
1
1
1
1
1
1
1
－
―
―
一

－ － － －－ Ｗ ㎜ － Ｗ － 皿 － － ㎜

一
1
自
1

㎜－－－・ 4

公民館のお知らせ新
着
1
6
ミ
リ
映
画

フ
ィ
ル
ム
の
紹
介

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
次

の
二
本
の
映
画
フ
ィ
ル
ム

（
子
戸
石
向
け
）
を
購
入
し
ま

Ｏ作品名「チータくんのおはなし」－やさしい自然の動物シリーズーカラー作品（10分）（内容）アフリカの草原を舞台に、勣物の世界を子供たちにわかりやすく教えてくれる作品。

Ｏ宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ｎ＠2804）

○宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａＲ8290）

○宇治市小倉公民館‥・小倉町寺

内91（きｇｌ4687）

ま
し
た
。
子
ご
欠
覆
芦
め

行
事
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
の
手
続
な
べ
く

わ
し
い
こ
と
は
宇
治
市
公
民

館
ま
で
お
問
監
お
せ
ぐ
だ

さ
い
。
（
宇
治
市
公
民
館
）

作品名「チビ六二死満塁」

ツーダン・フルベース

｜児童劇映画・カラー作品（51分）；（内容）’Ｊ＞年野球チームのチビ六｜のように、二死満塁を乗｜

り越える力強い勇気と希
輿を与えてくれる作品。
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1
月
2
6
日
　

文
化
財
防
火
デ
ー

一
月
二
土
〈
日
は
文
化
財
防
火

デ
ー
で
す
。
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
土
八
日
に

奈
良
法
隆
寺
の
金
堂
が
焼
失
し
た

の
を
契
機
に
設
け
β
れ
た
も
の
で

す
。宇

治
市
に
も
平
等
院
鳳
凰
堂
や

宇
治
上
神
社
な
ど
の
国
宝
を
は
じ

め
、
白
山
神
社
拝
殿
な
ど
多
数
の

－ － 一 一－ － － －

重
要
文
化
財
や
、
宇
治
市
指
定
の

文
化
財
な
ど
貫
重
な
文
化
財
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
文
化
財
皐
ハ
切
に
保

存
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
努
め
で
す
。

一
度
燃
え
て
し
ま
’
つ
た
も
の
は

二
度
と
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
文

化
財
の
去
ぢ
で
は
、
な
忌
ハ
、

た
ば
こ
な
ど
火
金
絶
対
に
侠
わ
な

い
よ
ｙ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

た
き
穴
な
ど
を
し
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
注
意
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

市
民
み
ん
な
で
、
郷
土
の
文
化
財

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
宇
治
市
消
防
本
部
で
は

文
化
財
の
防
火
査
察
や
消
防
訓
練

な
ど
各
種
行
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
（
宇
治
市
消
防
本
部
）

永
住
許
可
の
特
例

出身のみなさんへ
朝鮮半島
台湾

昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
日
本
に
在
留
す
る
、

朝
鮮
半
島
及
び
台
湾
出
身
者
、
並

び
に
そ
の
直
系
卑
属
（
子
孫
）
と

し
て
日
本
で
出
生
し
、
引
き
続
き

在
留
し
て
い
る
人
は
。
申
請
に
よ

り
永
住
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

▽
申
請
受
付
期
間
…
昭
和
5
7
年
1

月
1
日
～
昭
和
6
1
年
1
2
月
3
1
日

ま
で
。

▽
申
請
受
付
場
所
…
原
則
と
し
て

宇
治
市
在
住
の
人
は
大
阪
入
国

管
理
局
。

▽
問
い
合
わ
せ
…
大
阪
入
国
管
理

局
資
格
審
査
課
（
容
0
6
－
9
4
1
－

0
7
7
1
）
へ
。

な
お
、
市
民
課
窓
口
に
も
案
内

書
が
あ
り
ま
す
。

（
市
民
課
）

ｌ
ｒ
Ｉ

ト
火
事
の
な
い
町
め
ざ
し
て
力
強
く
一
斉
放
水
（
塔
ノ
島
で
）

寒風について気分新

たに　消防出初め式

新
春
恒
例
、
宇
治
市
消
防
本

部
の
出
初
め
式
が
、
去
る
一
月

七
日
宇
治
川
塔
ノ
島
一
帯
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

寒
風
が
吹
く
中
で
、
消
防
職

員
や
消
防
団
員
、
各
事
業
所
の

自
衛
消
防
隊
員
、
二
つ
の
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
員
、
笠
取
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
員
ら
約
六
百
人
が
参

加
。
分
列
行
進
な
芦
弐
典
に
続

い
て
消
防
訓
練
と
宇
治
川
へ
向

け
て
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

所得税の

確定申告
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